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IC カード解錠システムと勤怠管理を連携、勤怠の省力管理を達成 

2019年 12月 13日|株式会社 MPS 

 

 

 

株式会社 MPSは、急拡大する事業により、従業員数が増大。手打ちタイムカードによる勤怠管理が困

難になっていた。この課題への対応と、個人情報保護に配慮した厳密な入退室管理を行う必要性とを同

時に実現するため、ICカードによるスマートロックシステムと勤怠管理アプリと連携したシステムを導

入した。 

 

 

 

石井さん 「弊社は千葉県、茨城県に 4 つの拠点を持つ中間物流事業者

で、お客様の商品を管理し、オーダーに応じピッキングして梱包、運送

事業者さまに手渡すロジスティクス業務を展開しております」 

 

 

【課題】従業員の急増で勤怠管理がバックオフィス業務の重荷に 

 

石井さん 「そもそも、勤怠管理はタイムカードによる手作業で行っていま

した。従業員数が 20名程度だった当初はとくに問題はなかったのですが、事

業の拡大にともない、管理するタイムカードが 100枚、200枚になってくると、

人の手がそれだけ多くかかるようになり、ミスも多く、確認業務も増えてき

ました。また弊社は個人情報を保護するためプライバシーマークを取得して

いますが、個人情報を扱う部屋への出入りも手書きの入退室管理帳で管理し

ておりました。 
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これらを IT により管理することで、入退室の記録を厳格に管理するとともに、個々人の出退勤もきち

んと記録できるのではないかと考えたのです」 

 

【導入】Akerunの無料貸し出しを利用、既存システムとの連携を検証後、導入 

 

石井さん 「以前よりお付き合いのあった物流コンサルの方から、こうした課題に詳しい IT コンサル

の方をご紹介いただきました。その方に相談したところ、ICカードでのスマートロックによるクラウド

入退室管理の「Akerun入退室管理システム」と、クラウド勤怠管理の「キングオブタイム」を連動させ

て利用することで自動管理が可能になるというご助言をいただきました。本格導入の前に Akerun の無

料貸し出しを利用し、キングオブタイムとも合わせ、すでに導入している警備保障システムとの互換性

やクラウド会計ソフトへのデータ連携などを 2〜3 カ月ほど検証し、最終的にその組み合わせで導入す

ることを決定しました。」 

 

【効果】会計システムと自動連携することで管理者の手間が激減 

 

 

 

石井さん 「Akerun は Suica など既存の IC カードとの連携も可能とのことで

したが、事業所までクルマ通勤する従業員が多いことから、専用の ICカードを

発行することとしました。試用期間中は ICカードでの記録を忘れる従業員もい

ましたが、本格導入までに解決できたと思っています。タイムカードのデータ

の手入力がなくなり、自動的に連携するようになり、処理は便利になりました。

数字がデータとして上がってくるので、会計システムにそのまま導入できます。

忙しい事業所、忙しくない事業所も見える化されたことで、今後は人の配置を

見直す、業務分担を見直すことに役立ってくるだろうと思っています」 

 

【展望】将来は自ら現場の課題を洗い出し、独自アプリ開発も 

 

石井さん 「今回の Akerun とキングオブタイムの導入は、従業員管理の手間を削減できました。やは

り管理業務はコストセンターとして減らすべきものであるので、弊社の事例が他社さまのご参考になれ

ばと思っています。業務の生産性を上げるということが私たちにとって大命題です。単純な作業をいか

に効率的に処理するかで、生産性は上がります。 



  ここからアプリ掲載事例 

3 

 

そのため各事業所のピッキングや梱包作業の IT による支援はきちんと突き詰めなければならないと思

っています。物流業界向けのそうした IT ツールはベンダーが用意しているものもありますが、将来的

には我々自身が考えたことをシステム開発会社に相談し、実現可能かどうかを模索することも必要にな

ってくるのではないでしょうか」 

 

 

手打ちタイムカードでの勤怠管理からの脱却を 

 

私は中小企業診断士として、中小企業向けの IT 活

用を支援しています。ITを見るときに必ず確認するの

は、データがきちんと連携できるかどうか、単独のシ

ステムで完結するのではなくて、ほかのシステムでも

活用していけるのかどうかということです。これが全

体の業務効率化の上で非常に重要なことになってき

ます。 

 

今回の事例でも、入退室で使ったデータが勤怠管理に使えるか、スムーズな連携がとれるかどうかを重

視しました。今回は入退室管理と勤怠管理の連携ですが、これはそのまま給与管理、さらには福利厚生

などにもデータを活用できます。手打ちのタイムカードではそうした複数の管理に同時に活用すること

はできないため、活用は是非見直すべきだと思います。 

 

これまでの IT 活用支援の経験から、入退室管理よりも勤怠管理のほうが大変になるとわかっていま

した。勤怠管理においては、細かいところまでを定めた就業規則の見直しが必要になってくるからです。

会社により勤務の形態もさまざまですし、シフト勤務などもあります。立場の違いによる勤務形態の違

いを ITによる勤怠管理システムが管理できるか、きちんと検討する必要があるのです。 

 

 

 

 

 

           

     

 

 

 

ここからアプリの事例ページはこちら 

社名：株式会社 MPS 

HP： https://www.mpsco.jp/  

所在地：千葉県千葉市美浜区浜田 2-19 

資本金：1,580万円 

社員数：57名（2019年 10月現在） 

事業内容：ロジスティックス等に関するソリューションを高

品位で提供する「ロジスティックス事業」 

プロモーションに関するソリューションを戦略立案から実行

までワンストップで提供する 

「プロモーション事業」 

https://digiwith.smrj.go.jp/cocoapp/case/rb2u4700000019ja.html
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現在、支援を進めていく上で、やはりデモ環境の充実をベンダーさんにお

願いしたいと思っています。たとえば試用期間が 10日間ですと、期間内にデ

モを行える社数が限られてしまいます。支援者向けアカウントをご用意いた

だいて、そうした期間の制限なくデモができたり、お客様に解説しやすい動

画などをご準備いただくと、アプリケーションをおすすめしやすくなると思

います。現在の人手不足の状況において、世の中全体を IT 化していくのは社会の命題だと思っていま

す。業務と IT とをつなぐ私たちのような立場の人間が、もっと連携して頑張ることができたらいいな

と思っております。 

 

 

 株式会社アンドイットラボ 

代表取締役 

中小企業診断士 

安藤 準 


